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1. はじめに



徳島大学における学習支援とその背景

アクティブ・ラーニング（AL）の推進
初年次教育「SIH道場~アクティブ・ラーニング入門」の

全学的導入

徳島大学中期目標・中期計画のKPIとして、AL導入率が

指標化

大学図書館における学習・教育支援機能の強化
ラーニングコモンズの設置 （2012年1月）

学習相談室「Study Support Space」の開設 （2013年4月）

学びサポート企画部などの学生サークルと図書館との協働
による学習支援が開始される （2022年8月現在、2サークルが活動中）
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2. 学びサポート企画部



学びサポート企画部

活動理念

大学生の日々の学習における躓きに対して、学習支援を行
うとともに、学習をするために必要な基本知識・技能を習得
する場や機会を創ることで、大学生の学習スタイルの向上、
改善を行う。

主な活動

■学習相談室（Study Support Space）の運営

■その他学習関連イベントの開催

メンバー

学生4名 図書館職員2名 教員2名 (2022年8月5日現在)
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3. SSSについて



SSSの説明

•学生の学習に関する相談にアドバイザー
が対応する取り組み
 アドバイザー：教職員10名、大学院生2名

(２０２２年８月現在)

 対応科目：物理、数学、生物、化学、英語、etc…
 場所：図書館1階ピア・サポートルーム
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SSSにおける学びサポート企画部の役割

•時間割の調整

•アドバイザーへの協力依頼

•アドバイザーとのやり取り
▶お休みの連絡
▶ピア・サポートルームの整備等の対応
▶相談記録シートの管理
▶相談者数の管理
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SSSアドバイザー
相談記録シート

・アドバイザーと部員
とのやり取りを行う

▶ 相談者数・相談内容の報告
▶ 運営メンバーへの連絡
▶ 運営メンバーからの返信など



年度 実施⽇数 相談者数 学習相談 学習以外の相談

2013 153⽇ 352名 225名 127名

2014 151⽇ 394名 253名 141名

2015 149⽇ 289名 196名 93名

2016 140⽇ 317名 277名 40名

2017 150⽇ 392名 331名 61名

2018 150⽇ 714名 663名 51名

2019 150⽇ 873名 793名 80名

2020 34⽇ 102名 92名 10名

2021 0⽇ 0名 0名 0名

2022(前期のみ) 75⽇ 225名 189名 36名

合計 1152⽇ 3658名 3019名 639名

SSSの相談者数（2013～20２２年度前期）
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※2020年度は新型コロナウイルスの影響を受けて前期に一部開催、2021年度
は完全未実施。2022年度は前期のみ。
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4. 今後の取り組み



今後の取り組み

1. SSSについて
•広報活動・知名度を上げる
•対応できる相談内容の充実

2. その他の活動
•「しゃべり場」の企画・運営
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「しゃべり場」の企画・運営

14

第一回しゃべり場
2022年7月14日開催

参加者数13名
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ご清聴
ありがとうございました


